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てんてんてんらんかい2026ヽ
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2優獅年 8月 21日 (金)・ 22目 (」ヒ)亀23遍 (遍 )10:00～ 1覇 00 入場料無料苺
会場/横浜市零区籐文化センターβりぶ ギャラリマA.〒響 7-9007横浜市蓉区′」懇奮乞谷lr2‐ tX壕球曹民ななでわピラゼ内
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もみの木園最後のてんてんてんらんかいを開きます。

2026年 4月、もみの木園最後の3人が、最後の1年をめぐり始めました。3月 までの大の仲良じ

4人組から、ひとりが小学生になり、もうほかには誰もいなくなった3人組は、ぐるりとまわりを見

渡し前を向き、自分たちがやるべきことをやりはじめました。自然のなかで心を動かすことが、

すべてのはじまりです。自然とともに3人の仲間の時間が生まれていきました。この3人の後ろ

には、もみの木園で育った先輩の子どもたちが連なって見えます。大勢の子どもたちがここで

心ゆくまで遊んできたから、舞岡の大地にしみ込んだ子どもの力に支えられて、今の3人が安心

して遊んでいるように見えます。

7月 までに3人に大きな転機が訪れました。全身がエネルギーに満ち満ちて、自分を囲ってき

た殻を打ちやぶり、新しい「じぶん」をつくり出しました。まだまだ進行中です。3人は子どもは誰

もが、こうやって自分を育てていくのだと全身で表現しあいました。もみの本園の3人も、もみの

木クラブの小学生もまざりあって―緒に遊び、子どもの世界をつくります。子どもの誰もが、一緒

に遊んで自分の殻をやぶり、新しい自分をひらいていく道のりを歩んでいます。そんな子どもた

ちのてんてんてんらんかい、皆さんのご来場をお待ちしています。 (尾上陽子)
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NPO法人 こどもの広場もみの本
こどもの広場もみの木は「もみの本園」「もみの本クラブ」という2つ の団体から成り

立っています。もみの木園は2才から6才 (就学まで)の子どもたち。もみの木クラブ

は小学生。中学生・高校生。合わせて2才から18才のいわゆる"子ども時代"に生き

る人たちがつながって育つ"こどもの広場"です。子どもたちが人と人との関係をし

や

々を築いていけるように力を合わせて活動しています。
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